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1. 研究の目的 

太陽電池(PV)モジュールの信頼性を評価す

る環境加速試験として，Damp-heat (DH)試験が

用いられている．近年，DH 試験より屋外曝露

に近い条件の加速試験として，紫外光(UV)照

射とDHを組み合わせたUV+DH複合加速試験

が提案されている[1]．我々は，UV+DH複合試

験中に，PVモジュール内部に発生する酢酸を，

錫薄膜センサを用いて評価してきた．その結果，

UV 照射時間が長い場合，酢酸検出が遅くなる

場合があることがわかった[2]．この原因とし

て，UV 照射により，モジュール端部における

セル表側・EVA 界面の密着性が低下し，酢酸

のモジュール外部への流出量が増加したこと

が考えられる．この推測を検証するため，

UV+DH 試験後のモジュールに 180°剥離試験

を行い，セル表側・EVA 界面の密着性を評価

する． 

本稿では，試験前のモジュールに対して剥離

試験を行い，モジュールの密着性の個体差と面

内分布の傾向を調査した結果を示す． 

2. 実験方法 

 カバーガラス，EVA，PV セル，EVA，透明

PET シートの順に積層しラミネートすること

で，モジュール 2枚(A，B)を作製した．作製し

たモジュールに対し，ガラスと EVA 部分およ

び EVAと透明 PETシート部分をそれぞれ把持

し，180°剥離試験を行った．図 1 に実験構成を

示す．剥離試験はモジュール中央，中間部，端

部の 3ヵ所を，剥離幅 9 mmで行った．試験長

さはセル・EVA界面の剥離が始まってから 100 

mm 程度とした．試験機は小型卓上試験機

(SHIMADZU，EZ-S 50N)を用いた．  

3. 実験結果 

 図 2 にモジュール A，図 3 に B の剥離試験

の結果を示す．剥離強度の平均および標準偏差

は A が 3.11 ± 0.0833 N/mm，B が 3.16 ± 0.248 

N/mmであった．以上から，ばらつきはあるも

のの，面内分布の一定の傾向や大きな個体差は

見られなかった．このことから，今後モジュー

ルを劣化させるにあたり，モジュールの個体差

や面内分布の影響は小さいと考えられる． 

 今後は，新たなモジュールに加速試験による

劣化と剥離試験を行い，UV+DH複合試験によ

る密着性への影響を調査する． 

 
図 1 実験構成 

 
図 2 モジュール A の剥離試験結果 

 
図 3 モジュール Bの剥離試験結果 
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